
計画期間：2023年度～2027年度

田代地区をみんなで協力し
暮らしやすくするための計画
田代地区をみんなで協力し
暮らしやすくするための計画

地域の良いところや心配なところを話し合い、
みんなで協力しながら、地域を良くするための
活動に取り組んでいく計画です。

田代地区社会福祉協議会

田代

大島
小地域福祉活動計画とは小地域福祉活動計画とは

これまでの
取り組み

（田代地区第３期小地域福祉活動計画）（田代地区第３期小地域福祉活動計画）
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小地域福祉活動計画の策定意義や策定ポイントについて
講師　国際医療福祉大学  大 石　剛 史　准教授

１地域福祉計画・地域福祉活動計画とは
２小地域福祉活動計画とは
３前計画の推進状況と地域の現状の再確認について

課題ごとに具体的な取り組みを検討

具体的な活動（取り組み）について

１前計画の取り組みを踏まえて課題ごとに具体的な取り組
　みについて検討
２地域で取り組めることは（出来ること）

１地域の良いところ
２心配なところ
３こんな地域にしたい

内　　容日　　時

策定風景＆第3期計画の策定会議で出された意見策定風景＆第3期計画の策定会議で出された意見

策定委員名簿策定委員名簿

策定経過策定経過

●田代地区の良いところ
・隣近所同士助け合う
・地区内に田代友愛小学校がある
・自然や商業施設、飲食店など多くあるため、幅広い年齢層の観光客が
　訪れる

●田代地区の心配なところ
・子どもの人数が減っていて、遊んでいる姿が見えない
・高齢者の一人暮らしが増えている
・公共交通機関が少ないため、車がないと生活しにくい
・同じ自治会でもわからない方が大勢いる

●田代地区をどんな地域にしたい
・大きな声で声掛けやあいさつができる地域
・子どもから高齢者まで地域住民の交流が図れる地域
・ちょっとした困りごとを地域の中で支え合いたい
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小地域福祉活動計画
策定地区研修



2022年7月1日  現 在田代地区の人口等の推移田代地区の人口等の推移
取り組みについての説明取り組みについての説明
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自治会数   
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５年後の目標 事業（活動） 取り組むこと

地域住民参加型の
お祭り・イベントを
開催

ふれあいルーム

見守り活動

あいさつ運動の
推進（継続）

広 報

2023 2024 2025 2026 2027

　子どもから高齢者まで地域住民が参加できる行事等を開催し、行事等をきっかけに地域住民の顔が見える
関係を目指します。

地域住民参加型のお祭り・イベントの開催とは…

　一般的には「サロン活動」と言います。「ふれあいルーム」は那須町オリジナルの呼称です。地域住民が気軽
に集まれる場所をつくることで、「仲間づくり」「健康づくり」をするための活動です。定期的に集まることで、
安否の確認もできます。顔なじみの輪を広げ、いきいきとした楽しい生活を送ることを目指しています。 

ふれあいルームとは…

　あいさつが隣近所のつながりを見直すきっかけになり、困ったときにお互い支え合える地域になることを目
指します。

あいさつ運動の推進とは…

　広報紙を発行し、地区社協の活動を周知し、理解を深め会員の加入促進を図ることを目指します。
地区社協だよりとは…

田代地区が取り組むこと
いつまでも住み続けられる地域を目指して
田代地区が取り組むこと
いつまでも住み続けられる地域を目指して
田代地区が取り組むこと
いつまでも住み続けられる地域を目指して
田代地区が取り組むこと
いつまでも住み続けられる地域を目指して

子どもから高齢者まで地
域住民の顔が見え、誰も
がやさしい地域

地域住民が活動を知り、
参加する地域

①地域の史跡やお祭り・イベント、郷土芸能の掘り起こしを行い、参加周知や伝承をする。

②他団体との連携・協力し、イベント等を開催することで、顔が見える関係を築く。

①ふれあいルームを定期的に開催し、普段の見守り活動につなげる。

②児童・生徒を含む地域住民に協力をもらい、一人暮らし高齢者等の自宅を訪問。

③ゴミ捨てや電球交換等で困っている方を地域住民同士で助け合う体制を作る。

①田代友愛小学校児童に標語を募集し、地域内にある花壇に標語の看板を設置する。（15ヶ所）

①日常生活の中で顔を見ての声掛けや様子がおかしいと感じたら、関係機関等へ連絡できる
　体制を作る。

①地区社協だよりを発行し、各戸配布することに加えて地域住民が集まるときや地域内の
　スーパー、コンビニ、別荘等に配布。

史跡調査 お祭り・イベント調査 郷土芸能調査 マップ作成・周知

検 討 開 催 検 討

検 討 実 施

検 討 協力者募集

開 催

実 施

検 討


